（様式第１号の２の４）

第　次　富山県中小企業ビヨンドコロナ補助金　事業計画書　【特別枠③ＤＸ枠】
	事業者名
	

	今回の事業
テーマ・目的
	

	事業者の
概要・事業紹介
	

	従業員数
	　　　　　　　名　※常時使用する従業員数（補助金の手引き６頁参照）

	新型コロナの影響及び
現状の課題
	(※現状の課題については、具体的かつ明確に記載してください。別紙による説明も可)

	事業内容
	(※導入する設備（システム・サービス）等の特徴や性能等を記載のうえ、これらの導入が、上記課題解決に資することを、客観的にわかるよう記載してください。)

	補助事業の効果
	（※事業完了後１年以内に、労働生産性が３％以上向上する見込みであることを事業効果の算出根拠を明らかにしながら、具体的な数値を用いて記載してください。）

	実施
スケジュール
R4.　月
～
R4.　月
↑
要記載
	時期
	内容

	
	令和４年　月
	

	
	月 
	

	
	月 　
	

	
	月 　
	

	
	月 　
	

	
	月 　
	


※　記入欄は、適宜拡張してください。複数ページにわたって構いません。また、別紙による説明も可能です。
※　補助事業は、実績報告提出期限（第１次募集分：令和４年12月23日、第２次募集分：令和５年１月13日）までに完了する必要があります。
※　補足説明など、適宜資料を添付してください。　　　　　　　　　　　　　　　次ページあり
労働生産性向上計画
	区分
※__部分要記載
	直近期末※１
	１年後
	２年後
	３年後

	
	令和　年　月期
（例：令和3年5月期）
	令和　年　月期
（例：令和４年5月期）
	令和　年　月期
（例：令和５年5月期）
	令和　年　月期
（例：令和６年5月期）

	1 売上高
	
	
	
	

	2 営業利益
	
	
	
	

	3 人件費
	
	
	
	

	4 減価償却費
	
	
	
	

	5 付加価値額
（②＋③＋④）
	
	
	
	

	6 従業員数※2
	
	
	
	

	7 労働生産性
（⑤÷⑥）
	
	
	
	

	⑧労働生産性の直近期末比
	100.0%
	
	
	


※１　申請時の直近の決算期を記入してください。直近の決算書を根拠資料として添付
してください（営業活動の状況がわかる書類との兼用可）。
※２　正規雇用、契約社員、パート・アルバイトの合計人数を記載（派遣社員、その他
の人数は含めない）ください。従業員がいない場合は、役員または事業主の人数を
記載ください。
